
企業立地協定締結式が岐阜県土岐市で執り行われました

2020年11月11日

バイオマス発電にかかる事業開発を行う当社は、森
林資源を保有する地域へ、資源利用の仕組みを導入
するための一歩として、再生可能エネルギーである
バイオマス発電所の展開に取り組んでいます。
バイオマス発電所の立地選定には、水源、電力供給
環境など様々な条件が必要になり、周辺の沢水が豊
富で、なおかつ電力の供給条件が整っている岐阜県
土岐市鶴里町柿野に立地を決定し、2020年11月11日
に『企業立地協定締結式』を執り行いました。
本事業に関して、グループ会社であるウッドフュー
エル土岐㈱を通じ安定的な木質バイオマス燃料の供
給をしていく予定です。 締結式の様子

土岐発電所 概要

所在地 土岐市鶴里町柿野 西ノ平工業団地

稼働予定 2023年1月

発電出力 7,100kW

送電出力 最大6,400kW

（左から：岐阜県商工労働部長 崎浦良典様、土岐市市長 加藤淳司様、ｽﾊﾟｰｸｽ･ｸﾞﾘｰﾝｴﾅｼﾞｰ＆ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社 代表取締役社長
谷脇栄秀様、当社代表取締役社長 黒田、ｽﾊﾟｰｸｽ･ｸﾞﾘｰﾝｴﾅｼﾞｰ＆ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社 浦畑様、当社加藤）

当事業は下記のSDGsに貢献しています


